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ウェルシュ菌の選択分離培地として作製された酵素基質培地である CHROMagarTM  

C. perfringens 試作品（CCP 培地）について、発育支持能、鑑別能、選択性等の培地

性能を本邦で広く用いられているカナマイシン含有卵黄加 CW 寒天培地（ECW+培地）と

比較、検討した。その結果、ウェルシュ菌標準菌株 2株及び野生株 40 株を用いた発育

菌数の比較では、いずれの株も CCP 培地の発育菌数が ECW+培地より多かった。また、

発育集落の色調による鑑別能については、今回用いたクロストリジム属標準菌株 6株

では、ウェルシュ菌のみが青緑色を呈し、ウェルシュ菌の釣菌において鑑別が容易で

あった。CCP 培地は、糞便より分離されることの多い大腸菌及び黄色ブドウ球菌の標準

菌株に対して発育抑制が認められた。一方、ECW+培地では CCP 培地に比較して発育菌数

が 1/104以下であった株が 4株に認められた。これらの株のカナマイシンに対する MIC

値は 128μg/ml であり、対照株として用いた標準菌株の 256μg/ml 以上に比べて低か

った。また、培地作製後 6日の ECW+培地による発育菌数は、これらの株では検出限界

未満となり発育しなかった。このことから、カナマイシンに感受性の高いウェルシュ

菌の分離において、CCP 培地はカナマイシン不含卵黄加 CW 寒天培地と同様に有用であ

ると考えられた。 



A. 研究目的 

 ウェルシュ菌による食中毒は、主に食品

の加熱調理により生じる食品の酸化還元電

位の低下と加熱後食品の不適切な温度管

理による本菌の発育可能温度域保持時間

の延長等に起因して、食品中で増殖したウ

ェルシュ菌が腸管内で産生した毒素により

発生すると考えられている。特に給食施設

等で大量調理される食品が原因となった場

合では、大規模な患者発生につながる危険

性を有している。 

食中毒細菌であるウェルシュ菌の分離に

は、本邦ではカナマイシン含有卵黄加 CW

寒天培地など卵黄反応を釣菌指標とした

分離培地が広く用いられている。 しかし

ながら、卵黄反応を指標とした分離培地で

は、ウェルシュ菌の一部に卵黄反応が弱い、

または不明瞭であることに起因して鑑別・

同定試験の要否判断に苦慮することがあ

る。 

 そこで、本研究では、分離培地の発育支

持能、鑑別能、選択性等の培地性能を、酵

素基質を添加し発育集落の色調により識

別 を 容 易 に し た CHROMagarTM C. 

perfringens 試作品（CHROMagar 社、以下

CCP 培地）と卵黄反応を釣菌指標とするカ

ナマイシン含有卵黄加 CW 寒天培地（基礎

培地：日水製薬、以下 ECW+培地）とで比較、

検討した。あわせて、培地作製後の経過日

数がウェルシュ菌の発育菌数に及ぼす影響

について、標準菌株を用いて、培地作製後

の経過日数毎の発育菌数を比較、検討し

た。 

 

B. 研究方法 

1. 供試菌株 

使用菌株の由来及び検討した試験内容

は表１に示した。 

使用菌株は、クロストリジウム属の標準

菌株 Clostridium perfringens ATCC3624

（易熱性芽胞形成・cpe 陰性株）、C. 

perfringens ATCC12915（耐熱性芽胞形

成・ cpe 陽性株）、 C.  bifermentans 

DSM14991、C.  sporogenes JCM1416、C. 

difficile DSM1296 及び C. sordellii 

JCM3814の6株を用いた。Escherichia coli  

IFO3301 及 び Staphylococcus aureus 

IFO12732 の 2 株は、糞便より分離される

細菌の代表として用いた。食品又は食中毒

患者由来のウェルシュ菌野生株は、秋田県

健康環境センター分離13株（検体番号A）、

神奈川県衛生研究所分離 11 株（検体番号

K）、さいたま市健康科学研究センター分

離 11 株（検体番号 S）、福岡県保健環境

研究所分離 5 株（検体番号 F）の計 40 株

を用いた。 

培地作製後の経過日数毎の発育菌数の

比較には、ウェルシュ菌標準菌株ATCC3624

及び ATCC12915 の 2 株を用いた。 

 

2. 方法 

2-1 培地性能試験 

使用培地は、CCP 培地及び ECW+培地を用

い、卵黄液は卵黄乳液 EX（関東化学）を

使用した。発育菌数の対照培地として、GAM

寒天培地（以下 GAM 培地、日水製薬）を使

用した。培地性能試験は、Miles&Misra ら
1）の方法（以下ミスラ法）に準拠し、発育

菌数の測定及び CCP 培地発育集落の色調

を観察した。 



2-2 培地作製後の経過日数毎の発育菌数

の比較 

培地作製後の経過日数が発育菌数に及

ぼす影響をみるため、培地作製後、脱酸素

剤（アネロキープ、三菱ガス化学）ととも

に密封し、5－8℃に保存した CCP 培地及び

ECW+培地と対照培地として用時調製した

GAM 培地を用いて、作製後 1 日、7 日、18

日、22 日及び 30 日の計 5回、ミスラ法に

より発育菌数を測定し、比較した。 

なお、培地性能試験及び培地作製後の経

過日数毎の発育菌数の測定で実施したミ

スラ法の詳細は以下のとおりである。 

培養液及び培養方法：供試菌株のうち、ク

ロストリジウム属標準菌株及びウェルシュ

菌野生株については、保存菌株を変法チオ

グリコレート培地（日水製薬）に接種し、

アネロパックケンキ（三菱ガス化学）を用

いて、35±2℃で 22±2 時間嫌気培養した

培養菌液を用いて発育菌数を算出した。E. 

coli IFO3301 株及び S. aureus IFO12732

株については、保存菌株を Brain heart 

infusion broth（栄研化学）に接種し、35

±2℃で 22±2 時間、好気培養した培養菌

液を用いて発育菌数を算出した。 

発育菌数の算出：クロストリジウム属標準

菌株及びウェルシュ菌野生株については、

培養菌液を Yamamoto-Osaki ら 2)の嫌気性

希釈液を用いて10倍から 107倍まで 10倍

階段希釈した。また、E. coli IFO3301 株

及び S. aureus IFO12732 株については、

滅菌生理食塩水を用いて同様に希釈した。

その希釈菌液を各培地2枚に10μlまたは

20μl 滴下し、アネロパックケンキ（三菱

ガス化学）を用いて、35±2℃で 22±2 時

間嫌気培養した。発育した集落数を計数

し、1ml あたりの菌数を算出した。 

 

C.  研究結果 

1. 培地性能試験 

1-1 標準菌株による比較 

 標準菌株による発育菌数及びCCP培地に

発育した集落の色調を表2及び図1に示し

た。 

ウェルシュ菌 ATCC3624 株及び ATC 

C12915 株を用いた発育菌数の比較では、

CCP 培地の発育菌数は、GAM 培地と同程度

で ECW+培地の約 10 倍であった。その他の

クロストリジウム属標準菌株 4株の CCP

培地での発育菌数は、C. sporogenes 

JCM1416 株及び C. difficile DSM1296 株

では、GAM培地に比べてやや少なかったが、

他の 2株は GAM 培地とほぼ同じであり、4

株いずれもECW+培地より多い発育菌数であ

った。 

一方、ECW+培地では、C. bifermentans 

DSM14991 株及び C. sporogenes JCM1416

株の 2株は発育しなかった。ECW+培地に発

育した C. difficile DSM1296 株及び C. 

sordellii JCM3814 株の発育菌数は、CCP

培地の約 1/2 ないし 1/80 であり、ECW+培

地の方がウェルシュ菌以外のクロストリジ

ウム属標準菌株4株に対する抑制が強かっ

た。 

 CCP 培地における発育集落の色調は、ウ

ェルシュ菌 ATCC3624 株及び ATCC 

12915 株が青緑色を呈し、その他のクロス

トリジウム属標準菌株 4株は、表 2に示す

ようにウェルシュ菌の青緑色とは異なる色

調を示した。 



E. coli IFO3301 株及び S. aureus 

IFO12732 株は、CCP 培地及び ECW+培地いず

れにも発育しなかった。 

 

1-2 ウェルシュ菌野生株による発育菌数

の比較 

 ウェルシュ菌野生株 40 株の各培地にお

ける発育菌数を表 3に示した。 

K12 株、K13 株、K14 株及び A56 株を除

いた36株のCCP培地での発育菌数は、ECW+

培地の発育菌数に比べて、ほぼ同数～2.5

×102倍の菌数であった。 

K12 株、K13 株、K14 株及び A56 株の CCP

培地での発育菌数は、2.0×108～6.5×108 

CFU /ml で他の野生株 36 株と同程度であ

ったが、ECW+培地での発育菌数は 1.0×103

～3.0×104 CFU/ml と少なかった。 

なお、ウェルシュ菌野生株 40 株の CCP

培地における発育集落の色調は全て青緑色

であり、今回使用したその他のクロストリ

ジウム属標準菌株4株との鑑別は容易であ

った。 

 

2. 培地作製後の経過日数毎の発育菌数

の比較 

 ウェルシュ菌標準菌株2株を用いて測定

した発育菌数を図２に示した。 

 両株の培地作製後の経過日数毎の発育

菌数は、CCP 培地では約 10８CFU/ml のレベ

ルで推移し、明らかな減少は認められなか

った。一方、ECW+培地では、培地作製後の

日数経過とともに図2に示すように発育菌

数の減少がみられた。特に、易熱性芽胞形

成・cpe陰性株である ATCC3624 株では、

作製後7日以上経過した培地で測定した発

育菌数が、作製後 1日の培地で測定した発

育菌数に比べて、約 1/103～1/10４に減少

した。 
 

3. ECW+培地発育不良株に対する追加試

験 

C. 1-2 ウェルシュ菌野生株 40 株によ

る発育菌数の比較において、ECW+培地の発

育菌数がCCP培地に比べて 1/104以下とな

った株（以下、ECW+培地発育不良株）が 4

株みられたことから、ECW+培地に添加され

ているカナマイシンがこれらECW+培地発育

不良株の発育に及ぼす影響をみるため、セ

ンシディスク及びEtestを用いて薬剤感受

性試験を行った。あわせて、カナマイシン

不含卵黄加 CW 寒天培地(基礎培地：日水製

薬、以下 ECW－培地）を使用培地に加えて、

カナマイシンの有無による卵黄加 CW 寒天

培地での発育菌数の比較及び培地作製後

の経過日数が発育菌数に及ぼす影響につい

て、培地作製後の経過日数毎の発育菌数を

比較、検討した。実施した試験の方法及び

結果は以下のとおりである。 

 

3-1 ECW+培地発育不良株のカナマイシン

に対する薬剤感受性試験 

ECW+培地発育不良株 4株について、セン

シディスク（カナマイシン 30μg 

/disk、日本 BD）及び Etest（カナマイシ

ン濃度勾配ストリップ、シスメックス・ビ

オメリユー）を用いて、カナマイシンに対

する薬剤感受性試験を行った。ウェルシュ

菌標準菌株 ATCC3624 株及び ATCC12915 株

は対照株として用いた。なお、センシディ

スクについては、CLSI M11-A8 においてデ



ィスク拡散法による解釈基準等がないた

め、Etest と同一条件で参考として実施し

た。Etest は、添付文書に従って、ブルセ

ラブロス（日本 BD）にマクファーランド

1.0の濁度に調整した被検菌懸濁液をブル

セラ血液寒天培地（シスメックス・ビオメ

リュー）に塗抹し、試験薬剤のストリップ

を配置後、35±2℃で 45±3 時間、アネロ

パックケンキ薬剤感受性用（CO2濃度 10%

相当、三菱化学）を用いて嫌気培養した。

培養後、被検菌の発育を目視で確認し、最

小発育阻止濃度（以下、MIC）値を判定し

た。 

 ECW+培地発育不良株のカナマイシンに対

する薬剤感受性試験の結果を表 4に示し

た。 

 供試した ECW+培地発育不良株 4株は、い

ずれもセンシディスクの周囲に阻止円の形

成を認めなかった。また、Etest による MIC

値は、4株いずれも 128μg/ml であり、対

照株として用いた標準菌株の 256μg/ml

以上に比べて感受性が高かった。 

 

3-2 ECW+培地発育不良株のカナマイシン

の有無による発育菌数及び培地作製後の

経過日数毎の発育菌数の比較 

 CCP 培地、ECW+培地、ECW－培地及び対照

として用事調製した GAM 培地を用いて、

培地作製後 1日及び 6日の 2回、前述の

B. 2-2 と同様に行った。 

ECW+培地発育不良株4株と対照株2株の

結果を表 5及び図 3に示した。 

 培地作製後 1日の ECW+培地と ECW－培地

によるECW+培地発育不良株4株の発育菌数

の比較では、いずれも ECW+培地の発育菌数

が ECW－培地の発育菌数より少なく、その

発育菌数は、ECW－培地の約1/104～約1/105

であった。また、培地作製後 6日の培地で

測定した発育菌数と培地作製後1日の培地

で測定した発育菌数を比較したところ、ECW
－培地では、同数もしくは約 1/2 程度の減

少であったが、ECW+培地ではいずれの株も

発育菌数が検出限界未満となった。なお、

対照株として実施した ATCC3624 株につい

ては、C. 2.と同様の結果であった。 

 

D. 考察 

ウェルシュ菌標準菌株及び野生株におけ

る CCP 培地と GAM 培地の発育菌数の比較で

は、CCP 培地の発育菌数は GAM 培地の 1/8

～約 3倍で、同程度の発育菌数であった。

また、ウェルシュ菌の発育菌数は、用いた

全ての株において、CCP 培地の方が ECW+培

地より多かった。ウェルシュ菌以外のクロ

ストリジウム属標準菌株については、CCP

培地では全ての菌株が発育したが、ECW+培

地では 2株が発育しなかった。このことか

ら、ウェルシュ菌の選択分離培地としての

発育支持能はCCP培地が優れていた。また、

選択性では ECW+培地の方が抑制が強かっ

た。 

CCP 培地での発育集落の色調は、本培地

で発育可能であったウェルシュ菌以外のク

ロストリジウム属標準菌株 4株が白色、淡

紅色、淡褐色、黒色等を呈したのに対して、

ウェルシュ菌では、標準菌株及び全ての野

生株が青緑色を呈し、鑑別は容易であった。 

このことから、ウェルシュ菌の選択分離

培地として、本培地の鑑別能に特に支障と

なる点はみられず、発育集落の色調による



他のクロストリジウム属との鑑別において、

酵素基質により発色したウェルシュ菌の発

育集落は釣菌指標として有用であると考え

られた。 

本研究において認められたECW+培地での

発育菌数が CCP培地に比べて 1/104以下で

あったウェルシュ菌野生株 4株について、

その発育にカナマイシンが与える影響をみ

たところ、カナマイシンに対する MIC は、

いずれも 128μg/ml であり、標準菌株の

256μg/ml 以上に比べて感受性が高かっ

た。分離培地へのカナマイシン（200μg/ml）

の添加の有無による発育菌数の比較では、

ECW+培地の発育菌数は、ECW－培地の約

1/104～約 1/105と少なく、また、培地作製

後6日を経過した時点で検出限界未満とな

った。赤真ら 3）は 90℃で 15 分又は 100℃

で 60 分の加熱条件において、カナマイシ

ン含有培地とカナマイシン不含培地での発

育菌数を比較したところ、カナマイシン不

含培地での発育菌数が優位であったと報告

しており、このような株の一部では、分離

培養時の加熱処理その他の要因等によりカ

ナマイシンへの感受性が高まっている可能

性も考えられた。なお、今回 200μg/ml

のカナマイシンに感受性が認められた 4

株の分離方法は、3株（K12 株、K13 株及

び K14 株）が検体加熱処理後に ECW－培地

により分離されたもので、1株（A56 株）

は加熱処理を行わずECW+培地により分離さ

れたものであった。さらに、近年ではカナ

マイシンに感受性を示すウェルシュ菌の食

中毒事例の報告 4）もあることから、食中

毒事案等におけるウェルシュ菌の分離にあ

たっては、状況に応じた分離培地を選択し、

適切に使用することが重要であると考えら

れた。 

 

E. 結論 

酵素基質培地である CHROMagarTM  C. 

perfringens 試作品の培地性能について、

従来より使用されている ECW+培地と比較、

検討した。ウェルシュ菌の選択分離培地と

しての本培地の発育支持能、鑑別能は、ECW+

培地と比べて遜色ないものであった。選択

性については、CCP 培地に比べて、ECW+培

地の方が、より多くのウェルシュ菌以外の

標準菌株の発育を抑制した。 

本研究において認められたカナマイシン

含有卵黄加 CW 寒天培地での発育菌数が

CCP培地に比べて顕著に少ないウェルシュ

菌の分離には、カナマイシン不含卵黄加

CW 寒天培地と同様に CCP 培地が有用であ

ることがわかった。 
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表１ 供試菌の由来及び実施した試験内容 

培地性能試験
培地作製後の
経過日数毎の
発育菌数測定

カナマイシン
に対する

薬剤感受性試験

カナマイシンの有無
による発育菌数及び

培地作製後の経過日数
毎の発育菌数測定

C. perfringens ATCC ATCC3624 a ○ ○ ○ ○

C. perfringens ATCC ATCC12915 b ○ ○ ○ ○

C. bifermentans DSM DSM14991 ○

C. sporogenes JCM JCM1416 ○

C. difficile DSM DSM1296 ○

C. sordellii JCM JCM3814 ○

E. coli IFO IFO3301 ○

S. aureus IFO IFO12732 ○

C. perfringens 鶏肉、有症者便 野生株40株 ○ ○c ○c

a 易熱性芽胞形成・cpe陰性株
b 耐熱性芽胞形成・cpe陽性株
c カナマイシン含有卵黄加CW寒天培地に発育不良であった4株

菌種 由来 菌株

試 験 内 容 追 加 試 験 の 内 容



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 標準菌株の各培地における発育菌数及び CHROMagarTM C. perfringens 試作品での 
発育集落の色調 

CCP b ECW+ c GAM d

C. perfringens ATCC3624 8.54 7.40 8.00 1.15 青緑色

C. perfringens ATCC12915 8.81 7.90 8.60 0.91 青緑色

C. bifermentans DSM14991 8.81 発育せず e 8.78 > 7.41 淡褐色～淡紅色

C. sporogenes JCM1416 7.30 発育せず e 8.60 > 5.90 白色

C. difficile DSM1296 7.30 5.40 8.00 1.90 淡褐色～黒色

C. sordellii             JCM3814 8.18 8.00 8.40 0.18 白色～淡紅色

E. coli                           IFO3301 発育せず e 発育せず e 8.81 － 集落の形成なし

S. aureus                    IFO12732 発育せず e 発育せず e 7.80 － 集落の形成なし

 a
 検出限界：1.4 logCFU/ml

 b CCP：CHROMagarTM C. perfringens 試作品

 c ECW＋：カナマイシン含有卵黄加ＣＷ寒天培地

 d GAM：GAM寒天培地

 e 出発希釈である10-1希釈菌液による試験において発育せず

菌　種 菌　株
CCP

発育集落
の色調

発育菌数 (log CFU/ml) a CCP - ECW+

発育菌数対数差
（ b - c ・log）

図
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a b c d e f g h

CHROMagar    C.  perfringens 試作品

カナマイシン含有卵黄加CW 寒天培地

GAM寒天培地

折れ線ダミー
供試菌株

* * * **

* 出発希釈である10-1希釈菌液による試験
において発育せず

供試菌株
a : C. perfringens ATCC3624
b : C. perfringens   ATCC12915
c : C. bifermentans DSM14991
d : C. sporogenes JCM1416
e : C. difficile DSM1296
f : C. sordellii JCM3814
g : E. coli IFO3301
h : S. aureus IFO12732

*

TM

図１ 標準菌株の各培地における発育菌数 

発育菌数（log CFU/ml) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表３ ウェルシュ菌野生株 40 株の各培地における発育菌数 

CCP b ECW+ c GAM d

1 K1 8.30 7.78 8.30 0.52
2 K2 8.15 6.30 8.11 1.85
3 K4 7.70 5.98 8.04 1.72
4 K5 8.00 6.40 8.90 1.60
5 K8 8.54 6.48 9.08 2.07
6 K9 8.40 7.54 8.48 0.85
7 K10 8.85 7.81 8.78 1.03
8 K11 8.40 7.65 9.00 0.74
9 K12 8.81 3.98 9.04 4.84
10 K13 8.30 3.00 8.48 5.30
11 K14 8.60 4.48 8.95 4.12
12 A1 9.11 8.48 8.85 0.64
13 A4 8.81 7.93 8.78 0.88
14 A6 8.74 6.48 8.30 2.26
15 A9 8.78 7.81 8.48 0.97
16 A20 8.54 7.70 8.70 0.85
17 A30 8.90 7.30 8.70 1.60
18 A41 8.40 8.08 8.30 0.32
19 A43 8.70 8.20 8.90 0.49
20 A50 8.81 7.81 8.85 1.00
21 A56 8.54 3.24 8.24 5.30
22 A60 9.40 8.98 9.60 0.42
23 A61 9.18 8.98 9.85 0.20
24 A62 9.20 8.88 9.15 0.33
25 F1 8.88 7.78 8.70 1.10
26 F2 9.18 9.00 9.30 0.18
27 F3 8.70 8.08 9.18 0.62
28 F5 8.98 8.18 9.08 0.80
29 F6 9.30 6.95 9.30 2.35
30 S1 9.11 7.18 9.11 1.94
31 S2 8.60 6.81 9.04 1.79
32 S3 8.70 7.48 8.85 1.22
33 S4 8.70 7.85 8.70 0.85
34 S5 8.70 7.93 9.08 0.77
35 S6 9.00 6.60 9.08 2.40
36 S7 9.11 7.95 9.11 1.16
37 S8 7.88 6.74 8.60 1.13
38 S9 8.70 8.65 8.90 0.05
39 S10 8.74 7.11 8.48 1.63
40 S11 8.60 7.95 8.48 0.65

    a 検出限界：1.7 logCFU/ml

    b CCP：CHROMagarTM C. perfringens 試作品

    c ECW＋：カナマイシン含有卵黄加ＣＷ寒天培地

    d GAM：GAM寒天培地

検体番号
発育菌数 (log CFU/ml) a

CCP - ECW+

発育菌数対数差
( b-c ・log)

No.



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発育菌数（log CFU/ml） 

図２ 培地作製後の経過日数毎のウェルシュ菌標準菌株の発育菌数 

表４ カナマイシン含有卵黄加CW寒天培地で発育不良を呈するウェルシュ菌の 
カナマイシンに対する薬剤感受性試験 

表５ カナマイシン含有卵黄加 CW 寒天培地で発育不良を呈するウェルシュ菌の 
カナマイシンの有無による発育菌数及び培地作製後の経過日数毎の発育菌数 

菌　株 センシディスク* 
30μg/disk

（阻止円直径・mm）
Etest*

（MIC値・μg/ml）

K12 （野生株） ≦ 7mm 128

K13 （野生株） ≦ 7mm 128

K14 （野生株） ≦ 7mm 128

A56 （野生株） ≦ 7mm 128

ATCC3624 ≦ 7mm ≧ 256.

ATCC12915 ≦ 7mm ≧ 256.
　　　 [試験条件]培地：ブルセラ血液寒天、接種菌液濁度：McFarland 1.0、培養条件：35±2℃、45±3時間、嫌気培養

　　 （アネロパックケンキ薬剤感受性用、CO2濃度10％相当、三菱ガス化学）
　＊　センシシディスク、Etestともに、CLSIの嫌気性菌薬剤感受性試験の承認標準には、ディスク拡散法の指定及び
  　　　ウェルシュ菌の解釈基準がないため、S、I、Rの判定は行っていない.
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6

7

8

9

10

1日 7日 18日 22日 30日

CHROMagar     C. perfringens 試作品

カナマイシン含有卵黄加CW寒天培地

GAM寒天培地

CHROMagar     C. perfringens 試作品

カナマイシン含有卵黄加CW寒天培地

GAM寒天培地

培地作製後の経過日数（日）

TM

ATCC12915 : 

ATCC3624 : 
TM

1日 6日 1日 g 6日 h 1日 i 6日 1日 6日

K12 （野生株） 8.60 8.54 3.30 発育せず f 8.70 8.48 8.65 8.48 -5.40 < -1.90 

K13 （野生株） 8.48 8.60 3.93 発育せず f 8.48 8.18 8.30 8.48 -4.55 < -2.53 

K14 （野生株） 8.81 8.40 4.30 発育せず f 8.48 8.18 8.70 8.40 -4.18 < -2.90 

A56 （野生株） 8.00 8.18 3.40 発育せず f 7.54 7.54 8.00 8.00 -4.15 < -2.00 

ATCC3624 8.48 8.40 7.08 5.04 8.48 8.30 8.00 8.30 -1.40 -2.04

ATCC12915 8.81 8.60 7.90 7.18 8.40 8.40 8.60 8.65 -0.49 -0.73
a 検出限界：1.4 logCFU/ml
b CCP：CHROMagarTM C. perfringens 試作品
c ECW＋：カナマイシン含有卵黄加ＣＷ寒天培地
d ECW-：カナマイシン不含卵黄加CW寒天培地
e GAM：GAM寒天培地
f 出発希釈である10-1希釈菌液による試験において発育せず

培地作製後経過日数

ECW+ － ECW－

発育菌数対数差
（ g - i  ・ log ）

ECW+
（6日－1日）

発育菌数対数差
( h - g  ・log )

GAM eC C P b ECW+ c ECW－ d
発育菌数 (log CFU/ml) a

菌　株
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K14（野生株）
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A56（野生株）

*

*

*

*

使用培地 使用培地

図 3 カナマイシン含有卵黄加 CW 寒天培地で発育不良を呈するウェルシュ菌の 

    カナマイシンの有無による発育菌数及び培地作製後の経過日数毎の発育菌数 

CCP ： CHROMagarTM C. perfringens 試作品 
ECW+ ： カナマイシン含有卵黄加 CW 寒天培地 
ECW- ： カナマイシン不含卵黄加 CW 寒天培地 
GAM ： GAM 寒天培地 
* 出発希釈である 10-1 希釈菌液による試験において発育せず 

CCP         ECW＋          ECW－                   GAM 

CCP         ECW＋          ECW－                   GAM 

CCP         ECW＋          ECW－                   GAM 

CCP         ECW＋          ECW－                   GAM 

CCP         ECW＋          ECW－                   GAM 

CCP         ECW＋          ECW－                   GAM 


